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　内子町を拠点として活動する吹奏楽団ウインドアンサ
ンブルカイツの定期演奏会が３月21日、共生館で開か
れ、マーチ「春の道を歩こう」など10曲を披露しました。
　同楽団は有志数人が「内子町に吹奏楽団をつくりたい」
という夢を叶えて、７年前に設立。音楽監督を務める谷
口利

としみつ

光さんは「いつまでも吹奏楽を楽しめる楽団。子ど
もたちのためにもずっと続けたい」と話しました。

吹奏楽団ウインドアンサンブルカイツ

音楽の素晴らしさを伝える定期演奏会

クラシックやポップスなどさまざまな曲を演奏

1_旭館の前で認証フラッグを手にする森秀夫さん
2_  国際なかなか遺産推進委員会から認証プレートが
手渡された

地域の歴史と愛情が詰まった旭館

全国で２つ目の「なかなか遺産」に認証

　登録有形文化財の「旭館」が国際なかなか遺産推進委
員会から「なかなか遺産」に認証され、３月 22 日に同
館で認証式が行われました。
　同委員会は、なかなか遺産の認証基準について「どこ
にもない特異性や、くすっと笑えるような地域性のある
価値を持つ建物。世界遺産や国の重要文化財に認定され
なくても、地域とのつながり全体を劣化させずに次世代
に継承したい遺産」としています。
　旭館は和洋が混在する面白さや、地元住民の旭館への
愛情などが評価のポイントとなりました。
　式には第 1 号認証を受けた岩手県一関市の旧達

た っ こ た い

古袋小
学校を保存する「一関のなかなか遺産を考える会」の
11 人も出席。歴代の認証建物が受け継いでいくフラッ
グを森文「旭館」保存会長の森秀

ひ で お

夫さんに渡しました。
　森さんは「認証を機に旭館をもっと活用し、大切にし
ていきたい。これからも住民の皆さんに愛される旭館に
したい」と抱負を語りました。

龍王公園にある句碑を興味深そうに見る参加者。句碑
には温泉にちなんだ句が刻まれている

小田川に広がる俳句の世界

「小田川句碑巡り」

　「小田川句碑巡り」（愛媛俳句協会主催）は３月 22 日、凧
博物館周辺で行われ、愛好者 145 人が参加しました。
　句碑は河川改修工事や記念行事などに合わせ、龍王公
園や凧博物館など 19 箇所に設置されたものです。「敵な
がら／雄々しき紙

た こ

鳶の／上りけり（虚子）」など、凧や
和紙にちなんだ句が選ばれています。参加者は句碑を巡
りながら、凧博物館や天神産紙工場、小田川周辺の景色
を見て楽しんでいました。

　泉谷地区棚田を守る会（上岡満
み つ え

榮会長）は２月22 日、
同地区でシャクナゲの植栽活動を行い、御祓自治会や町
内の棚田サポーターをはじめ、愛媛大学メディアサポー
ター出版部の学生など24 人が参加しました。
　上岡会長は「活動は10周年を迎え、1,100本以上のシャ
クナゲを植えた。開花時期の４月下旬に合わせて祭りを
開くので、ぜひ見にきて」と呼び掛けました。

泉谷地区の農村景観をより美しく

サポーターたちとシャクナゲ植栽

1_さまざまな料理を楽しむ参加者の皆さん　2_夏にお
勧め。もち麦サラダうどん　3_アメノウオのロール焼き
4_ゴボウの薄揚げ包み焼き　5_イチゴのふるふるフルー
ティー　6_ジャバラとトマトのムース

急斜面に約100本の苗木を植栽

最高の食材を内子のランチに

「内子うまいもんお披露目会」

　内子町の食材を生かした内子らしい料理を、県内外の
人たちに広く知ってもらい、食による観光振興につなげ
ようと「内子うまいもんお披露目会」が３月18日、共生
館で行われました。招待された報道関係者や旅行業者、
大学生や松山市在住の女性など80人が参加しました。
　「内子でランチを！」をコンセプトに内子町内19の店
舗と団体が、内子豚やもち麦うどんなど内子特産の食材
を使った新作料理や郷土料理29品を出展。また町内の
料飲組合とグリーンツーリズムが、26年度に取り組んだ

「食の学習会」の成果がスライドで紹介されました。
　参加者は「内子夢ワインで煮込んだ内子豚が、柔らか
くておいしい」「もち麦サラダうどんは、トマトポン酢が
さっぱりしていて夏にぴったり」など、口々に感想を述べ
ながら料理を楽しんでいました。
　内子料飲組合長の大野博

ひろし

さんは「素材を生かした素晴
らしい料理がそろった。前回よりも内容が充実し、大盛
況だった。多くの人においしいと言ってもらって良かっ
た」と手応えを感じている様子でした。
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　「雪と遊ぼう雪滑り大会」は３月１日、ソルファ・オ
ダスキーゲレンデで開かれました。
　悪天候の中、17 組 34 人がレースに参加。親子や友達
とチューブに乗り、協力しながら障害物を越えていまし
た。びしょ濡れになりながらゴールした参加者の皆さん
は「声援がうれしかった。楽しい冬の思い出ができた」
と笑顔で話していました。

この冬、最後の雪遊び
「雪と遊ぼう雪滑り大会」

雨の中、元気にレースを楽しむ子どもたち


